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変質の生成可能な状態にするために調整を試みており，加工

実績はまだなかった．本装置での最初の加工実績は，筆者が

修士 2 年生の夏ごろである．この際，当時修士 1 年生であった

佐藤正隆君より多大なる協力を得ることで初の加工に至り，感

謝の念が尽きない． ここからさらに 3 か月程度の周期で不安

定化するレーザの仕様を安定させる工程があったが，書き切

れないため割愛する． 
 苦労話とは若干異なるが，新型コロナウイルス感染症の蔓延

により，本研究も大きな打撃を受けた．自宅勤務や研究室の

入室制限が始まったのは 2020 年の春，つまり筆者が博士 1
年になった時であり，完全に出鼻をくじかれた思いであった．

とくに，しばらく触れることのできなかったピコ秒レーザは当然

のように再調整を行う必要があった．修士から博士に切り替わ

ると同時に研究の速度が大幅に下がってしまったことに焦りを

感じていたが，在宅作業にて 2 か月も経つとその思いも薄れ，

不安だけ募っていたことを覚えている．そんな中，限られた研

究室での研究時間ギリギリまで共に研究に励んでくれた研究

室の後輩たちには感謝の念が尽きない． 
 
３. 裏話 

論文の後半で，亀裂面をレーザにより切り出すことで試料の

剥離に成功したが，この切り出す作業にも多くのノウハウが必

要であった．特にレーザ照射による熱影響を与えすぎた場合

は，作製した亀裂面が粉々に割れてしまうため，細心の注意

を要した．当初はダイヤモンドに対して吸収率の高い 4 倍波レ

ーザの使用を想定していたが，最終的には近赤外ナノ秒パル

スレーザによる加工に落ち着いた．これは単に筆者が本レー

ザを用いたダイヤモンドへの溝加工に慣れていたためである．

レーザによりダイヤモンドに穴あけおよび溝加工を施す際，穴

の先端は特定の方向に曲がっていく性質がある．これにより，

加工条件が異なると溝の底部が明後日の方向に成長する．

筆者は過去に図 2 のように断面が 1 mm2 のダイヤモンド角柱

に熱電対を通すため，近赤外レーザにより0.5mm2かつ奥行き

1 mm のダイヤモンドを切り出す処理を行っていた．左右の黒

い四角はアブレーションによる加工痕である．この切り出し加

工はプログラムで処理することが難しく，加工の様子を光軸方

向および光軸と垂直方向から観察しながら出力や走査速度，

焦点位置，集光レンズの種類を調整していた．この経験により，

本論文でも精密に加工条件を決定することができたと考えて

いる． 
 
４. 論文賞受賞 
 この度は，自身が学生時代の最後に執筆した論文が砥粒加

工学会論文賞を受賞することができ，大変光栄である．賞に

縁のない筆者にとって今回このような立派な章をいただけたこ

とは驚きであり，身の引き締まる思いである．論文を審査およ

び評価していただいた関係者の方々に，この場をお借りして

厚く御礼申し上げる． 

 
５. ふりかえって 

本論文ではダイヤモンドという加工困難な試料に対して，加

工方法の提案，加工条件の精査から最終的に目的のスライス

加工まで完遂することができた．これもひとえに，スライス加工

という研究目的を学部生から持ちつつも博士卒業間近まで結

果が出ない筆者を根気強くご指導していただいた先生方，ま

た協力してくれた学生たちの努力のたまものであると強く感じ

ている．本論文執筆に当たりさらに大面積かつ高効率なスライ

ス加工を行うための課題が数多く発見された．筆者は所属の

変更に伴いダイヤモンドの加工から離れてしまったが，今後の

後輩学生による更なる研究の発展に期待している．  
終わりに，現在筆者は東京工業大学にて助教として研究に

従事している．研究テーマをダイヤモンドのスライス加工から

セラミックスのレーザ融接・積層造形へと転換し，切るもよし，く

っつけるもよしの研究者を目指している．セラミックスのレーザ

融接技術は未だ確立されておらず，特に金属と比較して，内

部の動的観察など基礎研究が少ない．ダイヤモンドのレーザ

加工という知見を活かして，セラミックスのレーザ融接における

基礎現象の解明および積層造形への応用を目指し，再度こ

のような素晴らしい賞を頂けるよう今後とも研究活動に邁進し

ていく所存である． 
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